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金属片の視認性に関する考察

［防護柵に付着した金属片の視認距離について］

静止状態の場合、通常視力者（視力１．０の者）が視認できる大きさは、視野角が１’

まで認識できるとされている。

１’＝１／６０度＝１／６０×π／１８０ ｒａｄ

＝２．９×１０ ｒａｄ－４

別紙に示すとおり、車道幅員７．５ｍの道路において、自動車の助手席の者から左側路

側の防護柵までの距離は、１．７ｍである。

車道幅員７．５ｍ＝路肩０．５ｍ＋３．２５ｍ×２車線＋０．５ｍ とする。

車両の幅を１．７ｍとすると、

車体の左端から助手席の中心までの距離＝１．７ｍ／４

＝０．４２５ｍ

車線の左端から車両までの距離＝（３．２５ｍ－１．７ｍ）／２

＝０．７７５ｍ

従って、防護柵から助手席の中心までの距離＝０．５＋０．７７５＋０．４２５

＝１．７ｍ

次に、車両から前方Ｘｍのところに、長さ６．９ｃｍの金属片が防護柵に平行に付着し

ているとき、その視野角が通常視力者が認識できる１’まで認識できると仮定して、距離

Ｘを逆算すると、Ｘ＝２０．０ｍ となる。

車両から金属片が付着している位置までの距離をＸ

助手席の中心から防護柵までの距離をＤ＝１．７ｍ

金属片の長さをａ＝０．０６９ｍ とすると

－４Ｔａｎ－１（ Ｘ＋ａ）／Ｄ）－Ｔａｎ－１（Ｘ／Ｄ）＝２．９×１０（

ここで、Ｄ＝１．７ｍ

ａ＝０．０６９ｍ

として、Ｘを算出すると Ｘ＝２０．０ｍ

視野角1’視野角1’
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別紙

a

θ＝ (( ) )X TAN-1 X+a /D
－ ( )TAN-1 X/D

D
=1.7m

1.7m
3.25m

路側 中央帯 路側

0.5m 0.5m

7.5m=0.5m+3.25m+3.25m+0.5m車道幅員


